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地
理
学
で
「
大
陸
」
と
さ
れ
る
の
は
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
北
ア
メ
リ

カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

南
極
の
六
大
陸
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の

「
自
然
に
形
成
さ
れ
、
周
囲
が
水
面
で
高

潮
の
時
点
で
も
水
面
以
上
に
あ
る
」
と
い

う
条
件
を
満
足
す
る
陸
地
を
「
島
」
と
定

義
し
て
い
る
。
世
界
最
大
の
島
は
北
大
西

洋
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
面
積
は
日

本
の
陸
地
面
積
の
五・
七
倍
の
二
一
七
万

平
方
キ
ロ
も
あ
り
、
不
思
議
な
気
分
に
な

る
が
、
地
理
学
の
定
義
で
は
島
で
あ
る
。

日
本
の
本
州
以
下
の
四
島
も
島
で
、
さ

ら
に
海
岸
の
延
長
が
〇・
一
キ
ロ
以
上
あ

る
島
は
一
万
四
一
二
五
あ
り
、
こ
れ
は
世

界
七
位
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
下
の
小
島
も

合
計
す
る
と
一
二
万
七
二
九
に
な
り
、

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
価
値
を
象
徴
す
る
の
が
沖お

き

ノ
鳥と

り

島し
ま

で
あ
る
。
東
京
か
ら
ほ
ぼ
真
南
に

一
七
三
〇
キ
ロ
の
彼
方
に
面
積
五・
八
平

方
キ
ロ
の
環か

ん

礁し
ょ
う

が
あ
り
、
そ
の
内
部
に
北

小
島
と
東
小
島
と
い
う
二
島
が
存
在
す

る
。
満
潮
時
点
で
、
北
小
島
は
海
面
上
に

一
六
セ
ン
チ
、
東
小
島
は
六
セ
ン
チ
が
露

出
す
る
だ
け
で
、
小
島
と
い
う
よ
り
は
露

岩
と
表
現
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
が
、
こ

の
二
島
に
よ
っ
て
日
本
は
国
土
面
積
以
上

の
四
〇
万
平
方
キ
ロ
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
確
保
し

て
お
り
、
周
囲
に
防
波
施
設
を
構
築
し
て

露
岩
の
消
滅
を
防
護
し
て
い
る
。

海
洋
が
も
た
ら
す

資
源
大
国

多
数
の
島
々
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る

広
大
な
Ｅ
Ｅ
Ｚ
は
、
こ
れ
ま
で
は
漁
業
に

役
立
つ
こ
と
が
最
大
の
経
済
便
益
で
あ
っ

「
島
国
日
本
」
と
い
う
表
現
は
妥
当
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
人
間
が
定
住
し
て
い
る
有

人
島
は
全
体
の
〇・
三
％
の
四
一
七
島
で

日
本
の
人
口
総
数
の
〇・
七
％
に
相
当
す

る
約
九
〇
万
人
が
生
活
し
、
そ
の
う
ち
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

で
連
絡
さ
れ
て
い
な
い
離
島
は
三
〇
六

島
で
五
六
万
人
の
島
民
が
定
住
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
多
数
の
島
々
は
漁
業
や
観
光

に
役
立
っ
て
い
る
が
、
よ
り
重
要
な
役
割

が
あ
る
。
海
岸
か
ら
二
〇
〇
海
里

（
三
七
〇
キ
ロ
）
以
内
の
海
域
は
排
他
的
経

済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
と
さ
れ
、
そ
こ
は
帰

属
す
る
国
家
に
天
然
資
源
の
探
査
や
開
発

な
ど
の
経
済
活
動
の
権
利
、
科
学
調
査
や

環
境
保
全
の
管
轄
を
す
る
権
利
が
認
定
さ

れ
て
い
る
。
多
数
の
島
々
の
効
果
で
日
本

の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
面
積
は
四
四
七
万
平
方
キ
ロ

と
世
界
六
位
で
国
土
面
積
三
八
万
平
方
キ

ロ
の
約
一
二
倍
に
も
な
り
、
巨
大
な
財
産

「
永
続
」へ
の
転
換
戦
略

情
報
通
信
が
も
た
ら
す
離
島
の
価
値

つ
き
お     

よ
し
お

東
京
大
学
名
誉
教
授

月
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嘉
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ま
れ
。
東
京
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学

工
学
部
卒
業
。工
学
博

士
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ

ラ
フィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知

能
、
仮
想
現
実
、メ
デ
ィ

ア
政
策
等
を
研
究
す
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地

で
私
塾
を
主
宰
し
、
地

域
の
有
志
と
共
に
環
境

保
護
や
地
域
計
画
に

取
り
組
む
。

多
数
の
島
々
が
維
持
す
る

海
洋
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国
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た
が
、
深
海
の
海
底
を
探
査
す
る
技
術
が

進
歩
し
て
き
た
結
果
、
そ
こ
は
海
底
と
い

う
だ
け
で
は
な
い
宝
庫
だ
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
て
き
た
。
日
本
の
四
島
に
は
金
・

銀
・
鉄
・
銅
な
ど
有
用
な
金
属
を
産
出
す

る
鉱
山
は
わ
ず
か
し
か
存
在
し
な
い
が
、

深
海
の
海
底
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
物
資
源

が
大
量
に
存
在
し
て
い
る
場
所
だ
と
い
う

こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
陸
地
で
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
は

ほ
と
ん
ど
採
掘
さ
れ
な
い
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の

海
底
に
は
大
量
に
賦ふ

存ぞ
ん

す
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
し
、
さ
ら
に
重
要
な
資
源
は
水
深

数
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
存
在
す
る
マ
ン

ガ
ン
団
塊
（
マ
ン
ガ
ン
ノ
ジ
ュ
ー
ル
）
と
名

付
け
ら
れ
る
直
径
が
数
セ
ン
チ
程
度
の
鉱

石
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
マ
ン
ガ
ン
・
鉄
・

銅
以
外
に
、
ニ
ッ
ケ
ル
や
コ
バ
ル
ト
な
ど

の
金
属
が
豊
富
に
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
鉱
石
が
陸

上
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
日
本
に
は

貴
重
な
資
源
で
あ
る
。

情
報
通
信
が

再
生
す
る
離
島

こ
の
よ
う
な
海
底
資
源
の
開
発
に
は
時

多
数
の
離
島
と
同
様
に
医
師
が
不
在
で
毎

週
一
回
の
巡
回
診
療
の
み
の
体
制
で
あ
っ

た
。
片
道
約
四
〇
分
の
船
舶
が
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
あ
る
が
、
年
間
約
五
〇
日
は
天
候

不
順
に
よ
る
欠
航
が
発
生
し
、
そ
の
影
響

で
診
療
が
停
止
し
医
療
物
資
の
不
足
も
発

生
す
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。

そ
こ
で
通
信
回
線
を
利
用
し
た
遠
隔
診
療

を
導
入
し
て
天
候
不
順
に
対
応
し
、
医
療

物
資
は
ド
ロ
ー
ン
で
輸
送
す
る
よ
う
に
し

た
結
果
、
離
島
の
医
療
事
情
は
大
幅
に
改

善
さ
れ
た
。

日
本
の
国
土
面
積
は
ロ
シ
ア
の
四
五
分

の
一
で
世
界
の
六
一
番
目
と
い
う
陸
地
小

国
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に

世
界
七
位
の
島
数
の
効
果
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｅ

Ｚ
面
積
は
、
世
界
六
位
の
海
洋
大
国
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
離
島
に
生
活
す
る
こ
と
は

不
便
の
象
徴
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
二
例

で
紹
介
し
た
よ
う
に
情
報
通
信
設
備
の
進

展
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
と
若
者
の
生

活
意
識
の
変
化
に
よ
っ
て
離
島
は
従
来
と

は
相
違
し
た
地
位
を
確
保
し
つ
つ
あ
る
。

日
本
が
島
国
大
国
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

間
が
必
要
で
あ
る
が
、
最
近
、
離
島
の
欠

点
を
利
点
に
転
換
す
る
新
規
の
動
向
が
登

場
し
て
き
た
。
昨
年
、
政
府
が
「
ス
マ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
名
前
で
離
島
の

価
値
を
見
直
す
政
策
を
発
表
し
た
が
、
要

点
は
距
離
や
位
置
に
影
響
さ
れ
な
い
情
報

通
信
技
術
を
駆
使
し
て
教
育
や
医
療
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
を
解
消
す
る
一
方
、

新
規
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
地
さ
せ
て
人
間
や

企
業
を
誘
致
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
あ

る
。
以
下
に
登
場
し
て
き
た
事
例
を
紹
介

す
る
。

瀬
戸
内
海
に
直
面
す
る
香
川
県
三み

豊と
よ

市し

か
ら
約
一
キ
ロ
の
沖
合
に
あ
る
約
一
五
〇

人
が
生
活
す
る
粟あ

わ

島し
ま

は
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
の
会
場
に
も
な
っ
て
有
名
で
あ
る
が
、

島
内
の
移
動
の
た
め
に
公
道
を
走
行
で
き

る
電
動
車
両
「
グ
リ
ー
ン
・
ス
ロ
ー
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
導
入
し
て
島
民
の
移
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
無
人
飛
行
の
ド

ロ
ー
ン
に
よ
り
薬
品
や
食
品
を
輸
送
し
て

島
民
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
運
用
で
き
て
い
る

の
は
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
の
効
果
で
あ

る
。大

分
県
佐さ

い
き伯
市し

の
沖
合
に
あ
る
大お

お

島し
ま

は
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